
シーリング材の種類と選定の目安表

2.現場タイル張りのポイント 3.シーリングのポイント

外壁シポレックスに現場タイル張りを行う際には、日本建築仕上学会の「ALCパネル現場タイル張り工法指針・同解説」に準じ、タイル
の材質・大きさをはじめ、パネルの取付構法やタイルの割付、およびタイルの伸縮調整目地の取り方など、建物の基本計画段階から総
合的に検討していく必要があります。
以下に、外壁シポレックスへのタイル張り仕上げを行う上での留意点を抜粋します。

3.ワーキングジョイントとなるパネルの目地は、
二面接着とする。

シポレックスSDR構法など変形追従性能の高い取付構法に
よるパネル間の目地や他部材との取合部などの伸縮目地は、
ワーキングジョイントになります。
ワーキングジョイントには、SDR構法用のボンドブレーカーを張
る又は、バックアップ材を充填するなどしてシーリング材を二面
接着とし、目地部の変形に追従できるようにする必要があり
ます。

4.シーリング材の標準仕様を遵守する。
シーリング材性能を確保する為にプライマー等は、シーリング材メーカー標準仕様を遵守してください。

【タイルの割付】
タイルの割付は、パネルの割付に合わせ、タイルがパネル目地にまたがらないようにしてください。
タイルの伸縮調整目地は、タイルの目地ごとに設けてください。
なお、以下は、現場タイルパネルを採用した場合のタイル割付け例です。

●取付構法は外壁SDR構法を推奨
・より優れた変形追従性能を有する外壁SDR構法は、構造および意匠上の制約が少なく、無理のない納まりが実現できます。

●専用の「現場タイルパネル」を推奨
・現場タイルパネルは、パネル幅605mmの製造が可能です。
これにより、全てのタイル伸縮調整目地を幅10mmとするタ
イル割付が可能になり、より信頼性の高い止水性能を確保
することができます。また、パネル表面側の面取りが小さく、
張付けモルタルの塗付性が向上します。

●温暖地域が原則
・外壁シポレックスへの現場タイル張りは、温暖地域に適用し
ます。寒冷地及び冬季に厳寒となる山間部は除きます。また、室内で多量に水蒸気を発生する建物や箇所も除きます。

●壁面高さの目安は31ｍ以下
・外壁シポレックスへの現場タイル張りは、高さ31m以下の壁面に適用します。ただし、バルコニーなどの内側に位置する外壁面
は、メンテナンスが容易なため、高さにかかわらず適用します。メンテナンス性を検討して採用されることをお奨めします。

●規定のタイル張り材料を使用
・タイルの形状・寸法は、50角、50二丁、50三丁、50四丁、100角、および60×200mmを原則とし、厚さ7mm程度の軽量で、裏
足形状が「あり状」のものとします。

・張付けモルタルは、保水率が高く乾燥収縮の小さい既製調合ポリマーセメントモルタルとします。普通モルタルによる張り付け
は、パネル表面剥離の恐れがありますので、使用は避けてください。

・タイル目地材は、品質の安定している既製調合目地モルタルとします。

○ : 適   △ : 事前検討が必要　× : 不適

1.モジュラスが低いものを選定する。
シポレックスパネル目地間および他部材との取合い部に用いるシーリング材には、モジュラスが低いものを選定してください。
モジュラスが低いものは、経年時の50%引張応力0.3N/mm2以下のものを目安としています。
モジュラスが高いものを採用した場合、シポレックスパネルの目地部にひび割れなどの損傷を生じる可能性があります。

2.パネル取付構法および表面塗装の有無とシーリング材種類の適否に留意する。
シーリング材の選定にあたっては、パネル取付構法およびシーリング材表面塗装の有無による適否に留意してください。
シーリング材の耐久性区分によるシーリング材の種類と選定の目安を下表に示します。

注１ ： 表中、シーリング材の耐久性及び主成分の記号は、ＪＩＳ Ａ ５７５８：２０１６（建築用シーリング材）の「主成分、製品形態及び耐久性による区分」による。
注２ ： 住宅の瑕疵担保責任保険の加入条件は、シーリング材の耐久性区分が８０２０以上とされています。
注３ ： シーリング材の表面に仕上げを施す場合には、汚染について事前に検討してください。
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※このカタログに記載された商品は、品質向上を目的に予告なく設計仕様や取り扱いを
変更することがありますので、ご了承ください。
COPYRIGHT©KMEW SIPOREX ALL RIGHTS RESERVED.




